
JK のソーラン節演舞。ほどけていくサ

ラシと高まっていく期待

先日、地域のお祭りに行ってきた。

毎年行われている祭りで、大規模な祭りでは

ない。

地元の人が集まるといった感じだ。

お祭りでは、簡易的なステージが商店街に設

けられていた。

そこで、いくつかのグループがパフォーマンス

を披露していく。

俺が目当てにしていたのは、近くの K 工業高

校に通う生徒たちによるソーラン節の演舞だっ

た。

現役女子高校生がソーラン節を踊る姿を見て、

目の保養にでもさせてもらおうと思って、ステ

ージの前の方に陣取って、撮影のスタンバイを

して待っていた。

ステージ前には 30 人ほどの人が集まってい

た。

スマホやビデオカメラを構えている人も多い。

工業高校のソーラン節の演技の時間になり、

高校生たちがステージ脇から駆けだしてきた。

全部で 20 人くらいだったが、そのうち、女子

は 5 人だけだった。

男子が多いのでそれは残念だったけど、女子

の衣装はなかなか刺激的だった。

法被をはおった下は、白いサラシを巻いてい



るだけだった。

女子高校生たちの胸が、むぎゅっと締め付け

られているのがわかった。

それほど胸の大きい女子はいなかったけど、

窮屈そうにきつく締め付けられるので、否が応

でも胸が目立つ衣装だ。

上乳が半分くらい出ちゃっている子もいる。

男子は上半身は裸だった。

代表者らしき男子生徒が軽くあいさつをして

から、演舞が始まった。

軽快な三味線の音色が会場に響き渡る。

中腰になりながら、踊りだす生徒たち。

ソーラン節は俺も、中学のときにやったことが

あった。

それと同じ踊りだった。

「どっこいしょー、どっこいしょー」「どっこいしょ

ー、どっこいしょー」

「ソーラン、ソーラン」「ソーラン、ソーラン」

元気な掛け声を出しながら、踊っている。

会場の観客たちの中の数人も、生徒と同じよ

うに掛け声を出していた。

今時の激しいダンスほどではないけど、割と腕

を大きく回したり、飛び跳ねたりもする。

女子たちの胸が跳ねたりするたびに、サラシの

中でわずかにバウンドしている。

俺はハラハラとしながらも、これはワンチャン、

サラシから女子のおっぱいポロリがあるんじゃ

ないかと期待が高まった。

女子生徒5人は、舞台の左右に2人と3人に

分かれていた。


